
消費者は、表示された成分や農法を踏まえ、安全性や美味しさを基準

に購入

食べ物や習慣と人体への影響の因果関係が明らかになることで、個別の野菜の栄養価やそれらを摂取した際に生じるそれぞれの効果まで明確になり、自分の課題の解決や

、なりたい自分を実現するための野菜を食べるようになる。

また、生産者側にも野菜摂取後の人体への影響やどのような背景からその野菜を摂取するに至ったかのフィードバックが行われることで、鳥取の特産品であるブロッコリ

ーや長いも等の栄養価の高い野菜においても、より消費者ニーズに合わせた形での品種育成や生産面での改良が進む。

いままでは

変化のポイント(商品・サービス/価値観・行動/業界/などの変化）

2045~2050

概要

これからは

消費者は、立証されたデータを基準に購入し、逆に消費者自身の検証デー

タも提供より自分に適した野菜（シン・鳥取野菜）を求めるようになる

健康への効果が明示されたシン・鳥取野菜(長生き野菜、筋肉野菜)の生産が盛ん
になり、食べ続けることでなりたい体を手に入れることが可能になる
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